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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、認知症に伴う食行動関連障害への対応について検証することである。
そこで認知症疾患センター通院中の2522名の患者を対象に孤食と食行動関連障害の関係について横断的、縦断的にデー
タを収集した。まず、認知症病型別に食欲低下に関連する食行動関連障害について分析した。次に軽度認知障害者を対
象に各種脳機能計測装置を用いて、脳の解剖的変化、ミラーニューロンと認知機能に関連した脳機能の状態を検索した
。さらに軽度認知障害者に対して孤食の制限と嚥下運動に関するミラーニューロンシステムを賦活するプログラムが、
食行動関連障害を抑制する可能性について検討した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the factor to eating behavior-related 
disorders associated with dementia. Therefore, we have investigated the factors that related to eating 
alone and the eating behavior-related disorder in 2522 patients who are attending dementia disease 
center. At first, we analyzed factors that related to the loss of appetite for eating behavior-related 
disorders according to disease type of dementia. Secondly, we investigated the anatomic change of the 
brain, the mirror neuron and the brain function associated with cognitive function of the people with 
mild cognitive impairment by various brain function measurement devices. In addition, the program that 
limit the eating alone and activate the mirror neuron system on the swallowing movement to the people 
with mild cognitive impairment, was investigated for the possibility of suppressing the eating 
behavior-related disorders.

研究分野：老年歯学
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１．研究開始当初の背景 
認知症に伴う食行動関連障害（拒食、食事開
始困難、食事中断、食物のため込みなど）へ
の対応は認知症患者の介護現場におけるケ
アの中で大きな負担となっている。また、本
障害は重度化した場合は、介護度の重症化や
生命予後にかかわる低栄養状態に直結する
こともあり、本障害への支援負担をさらに大
きくしている。 
一方、我々はこれまで近年の脳科学研究にお
いてその存在が明らかとなってきたミラー
ニューロンシステム（他者の運動を自分の運
動として置き換えて活動する大脳皮質のニ
ューロンシステム）に着目し、嚥下運動に関
するミラーニューロンシステムが、嚥下運動
の認知とその運動の誘発に関係する脳の領
野を賦活すると考え、健常者において磁気共
鳴画像法 (MRI)と脳磁図(MEG)を用いてそ
の存在を明かにしてきた。 
そこで本研究ではこれまでの研究結果を臨
床に応用するため、嚥下運動に関するミラー
ニューロンシステムの障害が認知症に伴う
食行動関連障害に関連しているかを検証す
ること、さらに認知症患者に対して、嚥下運
動に関するミラーニューロンシステムを賦
活するプログラムを開発提供し、嚥下運動の
認知と嚥下運動の誘発に関する脳の機能を
維持、賦活し、食行動関連障害の発現を抑制
できるか検証することとした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は次の３つとした。 
（1）孤食と食行動関連障害に関する調査 
認知症患者の孤食の状態（一人で食事をとる
頻度や期間）と食行動関連障害の発現時期や
状態に関する調査を行い、家族等他者の食事
の観察が食行動に関するミラーニューロン
システムを賦活・維持し、食行動関連障害を
抑制する可能性を検証することである。 
(2) 認知症患者の食行動関連障害とミラー
ニューロンシステムの障害に関する検討 
食行動関連障害が認められる軽度認知障害
(mild cognitive impairment: MCI)者と認め
られないMCI者、および健常高齢者の嚥下
運動に関するミラーニューロンシステムを、
MRIとMEG、近赤外光脳機能イメージング
装置(NIRS）にて計測し、その違いを明かに
して、その他の脳血流シンチ（SPECT），
FDG-PET, アミロイドイメージングなどの
検査結果も含めて食行動関連障害を生じさ
せる脳の機能障害を明かにする。 
 
(3) 認知症高齢者の孤食を除く介入と嚥下
に関するミラーニューロンシステムを賦活
するための映像プログラムの食行動関連障
害抑制効果に関する検討 
孤食の頻度が高いMCI者に対して、ミラー
ニューロンシステムを賦活するための映像
プログラムを提供するとともに、孤食の機会
を少なくするための環境調整や働きかけを

行い、MRIとMEG、NIRSによるミラーニ
ューロンシステムの状態と食行動関連障害
の発現を経時的に検討し、嚥下運動に関する
ミラーニューロンシステムの賦活と孤食機
会の減少が認知症患者の食行動関連障害を
抑制することを証明する。 
 
３．研究の方法 
（1）孤食と食行動関連障害に関する調査 
国立長寿医療研究センターのもの忘れセン
ターに受診中の2522名の患者を対象として、
認知症の原因疾患が明かとなっている患者
の孤食の状態（一人で食事をとる頻度や期
間）と食行動関連障害の発現時期や状態に関
する調査を行った。 
本調査では年齢、性別などの基礎情報、認知
症の原因疾患と重症度、認知機能、うつ傾向、
日常生活動作、栄養状態、日常生活自立度、
介護度、意欲の指標、学歴、経済状況、食事
に対する関心、食事の内容など食行動関連障
害に影響すると思われる因子も調査し、統計
学的手法を用いて孤食が他の因子と比較し
て、食行動関連障害の発現にどの程度影響し
ているか検討した。また、認知症の原因疾患
別、重症度別に食行動関連障害の状態、孤食
との関係について検討した。 
(2) 認知症患者の食行動関連障害とミラー
ニューロンシステムの障害に関する検討 
（1）の調査において食行動関連障害が認め
られた MCI 者（20 名）と認められなかった
MCI 者（20 名）、および健常高齢者（20 名）
に対して、本研究に関する説明を行い、同意
が得られた者に対して MRI を撮像し、その違
いを検証した。これにより食行動関連障害を
生じさせる脳の機能障害を認知症の原因疾
患別に検討している。 
(3) 認知症高齢者の孤食を除く介入と嚥下
に関するミラーニューロンシステムを賦活
するための映像プログラムの食行動関連障
害抑制効果に関する検討 
（2）において嚥下運動に関するミラーニュ
ーロンシステムの計測を行ったMCI者の中で
孤食の頻度が高い者（約 40 名）に対して、
ミラーニューロンシステムを賦活するため
の映像プログラムを提供するとともに、孤食
の機会を少なくするための食環境調整等の
指導的介入を行った。これらの患者に対して、
経時的にMRIの撮像と食行動関連障害の発現
をモニターし、ミラーニューロンシステムを
賦活するためのプログラムの実施率、孤食の
状態の変化による違いを検証した。 
 
４．研究成果 
（1）孤食と食行動関連障害に関する調査 
本研究対象者2522名の認知症病型別内訳は、
アルツハイマー型認知症（AD）1,309 名、レ
ビー小体型認知症（DLB）157 名、MCI 506 名
であった(図１)。 

 



ADにおいては食行動や食欲、食事の維持に問
題がある者の割合が有意に高く、低栄養のリ
スク評価であるMNA®-SFは有意に低かった。生
活機能評価ではADにおいて日常生活動作、手
段的日常生活動作、認知機能検査、意欲の指
標、転倒スコア、握力、片足立ち時間が有意
に悪化していた。また、四肢筋肉量、ビタミ
ン類、血清アルブミン値、ヘモグロビン量が
ADにおいて有意に低下していた。一方、食欲、
便秘、体格に有意差は認められず、誤嚥・む
せのある者の割合はMCIにおいて有意に高か
った。 
各病型別に性・年齢を調整した差の検定で
p<0.1 であった変数を共変量に用いたロジ
スティック回帰分析を行ったところ、ADで食
欲低下と有意な関連が見られたのは教育年
数、MNA®-SF、GDS,認知症薬の服用、向精神
薬の服用、食事の中断の有無であった。DLB
では四肢筋肉量、高血圧症の既往、糖尿病薬
の服用でした。MCI ではうつ傾向と食事の中
断の有無であった（表１）。 
ADとMCIにおいてうつ傾向が食欲低下と有意
に関連し、DLB でみられなかったのは、DLB
では食欲低下群、維持群ともにうつ傾向が大
きいためと考えられた。また AD と比較して
MCIでうつ傾向や食事の中断のORが大きいこ
とから、MCI の時点で、うつ傾向や食事の中
断を発見し対応することで食欲低下を予防
し、AD でみられる低栄養リスクを予防できる
可能性が示唆された。AD における MNA®-SF と
食欲低下の関連については、MNA®-SF の神
経・精神的問題の項目が影響した可能性が考
えられる。しかし AD、MCI においての食欲低

下群と維持群の間の MNA®-SFは１点程度しか
違わず、認知機能検査や日常生活動作もほと
んど差がなかった。これらのことから神経・
精神的問題だけではない可能性もあり、今後、
詳細な検討が必要と考える。食欲低下とうつ
傾向や MNA®-SF との関連については、先行研
究の結果と同様であり、本研究結果の妥当性
を表すものと考える。一方、食事の中断が有
意に関連しているとの結果は、本研究の新し
い知見であり、食事の観察は食欲の低下を発
見するために重要であり、また、食事の中断
は食欲低下を予防するための有意な介入ポ
イントである可能性が示唆された。また DLB
のみ四肢筋肉量と食欲低下の有意な関連が
認められた。DLB の食欲低下群の認知機能検
査は AD と同程度であったが、日常生活動作
が明らかに低いことから、すでに身体機能障
害が出現している可能性が示唆された。 
他にもADにおいて認知症薬は食欲の維持に、
向精神薬は食欲低下と関連していたことか
ら、AD において向精神薬を使用している者に
ついては、適切な栄養支援とともに、向精神
薬に代わる非薬物療法などの導入を早期に
検討する必要があると考えられる。 
今後はこれらの要因に対する介入法の開発
と、食欲に対する効果を検証し、認知症患者
の低栄養リスク、筋肉量の減少、易感染性、
疾患、死亡などの予防に対する効果について
明らかにしていく必要があると考える。 
(2) 認知症患者の食行動関連障害とミラー
ニューロンシステムの障害に関する検討 
MCI からアルツハイマー型認知症に移行し
た患者 13 名（1 年後の再評価を行った MCI
者 109名中）は最近５年間の孤食の割合が多
く、嚥下運動に関するミラーニューロンシス
テムの低下がみられた。 
(3) 認知症高齢者の孤食を除く介入と嚥下
に関するミラーニューロンシステムを賦活
するための映像プログラムの食行動関連障
害抑制効果に関する検討 
孤食の頻度が高い MCI 者に孤食の制限と嚥
下運動に関するミラーニューロンシステム
を賦活する映像プログラムによる介入を行
ったところ、食事の開始困難や中断といった



食行動関連障害が改善した。しかし、現在の
ところ横断分析や少ないサンプルの結果で
あるため因果関係を明らかにできていない。
信頼性の高い結果を得るためには長期間の
コホート調査を行い、サンプル数を増やす必
要がある。また、脳機能計測による結果は
fMRI において活動部位や強度に違いがみら
れたが、短期間の介入による変化は有意では
なく、コホート調査と MEG と拡散スペクト
ルイメージング(DSI)を組み合わせた脳神経
活動の機能的変化についての検証が必要と
考えている。 
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